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シナジーダイン



グループ「シナジーダイン」の紹介

名前の由来
シナジー（共働による相乗効果）と、映画「ター
ミネーター」で登場するＡＩロボット「スカイネッ
ト」を開発した会社サイバーダイン社の「ダイン」
（⼒の単位）を融合

メンバー
研究推進課１名、財務経理課１名、情報センター課１名、
教務課２名 → 管理分野３名、教学分野２名 計５名



発表テーマ

シナジーはエナジー
ー教職協働で⼤学に活⼒を！ー
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テーマ選定理由(1) ⼤学の役割
A-2 Synergy Is Energy

地域・産官連携による
知の拠点

社会を牽引する
イノベーション

国の基盤となる
教育・研究の推進

武器輸出規制等の
安全保障

地域・社会貢献

多種のステーク
ホルダーへの対応

建学の精神に基づき、
時代の要請を加味した教育・研究の実践
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テーマ選定理由(2) ⼤学の現状
A-2 Synergy Is Energy

教職員が協働で⼤学の役割や現状を改めて考
え、問題を解決する必要がある
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テーマ選定理由(3) このテーマを選んだ理由

シナジーはエナジー

A-2 Synergy Is Energy

教職協働によるシナジー【相乗効果】
による⼤学の活性化

限られたリソースで最⼤の効果を得る
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問題点の深堀
A-2 Synergy Is Energy

時間的余裕がない

⼤学の⽅向性を議論できるほど
知識がない

⼤学の在り⽅を話し合う場がない

多様な問題は、職員だけ・教員だけでは解決できない



⼤学の役割や現状についての知識を全学的に共有し話し合う

業務を効率化し時間を作る

お互いのことを知って
共に解決する
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解決策の検討
A-2 Synergy Is Energy

俯瞰的な視点に⽴った⼤学運営職員の役割

解決策実現のためのハードル

時間がない

打開策

⼤学としての取り組み

教育・研究教員の役割

職員視点・教員視点
だけで考えがち
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⼤学のイノベーションの提案
A-2 Synergy Is Energy

教職員ポータルサイトの活⽤
教職員間でファイル共有、資料共有、電⼦決済、電⼦申請１

ポータルニュースの発信で知識共有（ニュースはAIが収集）２

業務や知識の共有内容を議論する場を設ける３

業務の効率化により、時間的・精神的余裕ができる

知識の共有で教職員間のコミュニケーションを活性化する

⼤学の役割や在り⽅などを議論することができる
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⼤学のイノベーションの提案

◆時間的・精神的余裕が⽣まれることにより、
教員・職員が⼀体（相乗効果）となって、
⼤学の役割、在り⽅を議論することができる。
◆このように協働することによって、社会や時
代の要請に応えられる⼤学づくりを⾏える
◆これにより社会の要請に応える⼈材の育成を
も⾏うことができる！！

A-2 Synergy Is Energy

もし、解決されたら…？

本スライドの画像は「かわいいフリーイラスト素材集いらすとや（http://www.irasutoya.com/）」を使用しております


